

平成25年８月７日
高齢者の生活実態と介護サービス等に関する意識調査について
１　調査項目設定にあたっての留意事項
　　介護保険制度の創設期には、サービスの周知、利用の浸透、利用にあたっての満足度など、介護保険制度を中心とした調査であったが、6期計画に向けては、介護保険制度の持続可能性、「介護、医療、予防、生活支援サービス、住まい」が包括的に切れ目なく提供される「地域包括ケアシステム」の構築が目指されており、むしろ介護保険以外の広範な高齢者施策についての実態や意識を把握するが重要となっている。
　　このようなことを踏まえ、以下の点に留意し、調査票を作成した。
· 時系列把握が必要な項目はできるだけ残す。
· 6期計画に向け、新たに把握すべき事項を取り入れる。
○ 高齢者が回答しやすいように、選択枝をできるだけ簡素にする。
２　調査対象者の抽出等について
大阪府内に居住している65歳以上の高齢者5,680人
（各市町村の高齢者人口に概ね比例するように抽出）
３　分析・集計について
　　○　圏域別、要介護度別、住居種類別、世帯構成別にクロス集計をする。
　　○　主な項目については、時系列比較する。
　　○　選択枝1つを選択する項目は構成比表示を基本とする。
　　○　選択枝複数を選択する項目は棒グラフ表示を基本とする。
	項目
	質問内容
	今回
	理由

	Ｑ１
	どなたが記入されますか。
	―
	プロフィール

	Ｑ２
	性別、年齢
	―
	プロフィール

	Ｑ３
	住宅、施設の種類
	―
	プロフィール

	Ｑ４
	世帯構成
	―
	プロフィール

	Ｑ５
	お住まいの市町村
	―
	プロフィール

	Ｑ６
	介護保険制度を知っているか
	―
	

	Ｑ７
	介護保険制度を知ったツール
	―
	

	Ｑ８
	介護保険の手続きを知っているか
	―
	

	Ｑ９
	認定を受けているか
	―
	

	Ｑ10
	認定を受けた理由
	―
	

	項目
	質問内容
	今回
	理由

	Ｑ11
	介護サービスを利用しているか
	―
	

	Ｑ12
	介護サービスを利用してない理由
	―
	

	Ｑ13
	事業者選択の基準
	―
	

	Ｑ14
	サービスに満足しているか
	―
	

	Ｑ15
	サービスの不満な点
	新規
	サービスが充足しているかの確認が必要

	Ｑ16
	24時間介護（看護）の利用意向
	新規
	包括ケアの中核サービスの利用意向確認

	Ｑ17
	負担と給付の関係
	新規
	持続可能な制度の検討課題

	Ｑ18
	病気の予防や健康づくり
	―
	

	Ｑ19
	要支援・要介護のおそれがある場合のチェックリストについて
	新規
	二次予防リスト作成にとって重要であるから

	Ｑ20
	介護予防教室への参加意向
	新規
	介護予防施策推進の参考

	Ｑ21
	介護予防に対する考え方
	新規
	介護サービスと介護予防のバランス検討

	Ｑ22
	地域包括支援センターを知っているか
	―
	

	Ｑ23
	地域ネットワーク作りに大切なこと
	新規
	地域包括ケアシステム構築の資料

	Ｑ24
	高齢者の虐待にあてはまるもの
	―
	

	Ｑ25
	虐待防止に必要な取り組み
	―
	

	Ｑ26
	どの程度の回数の通院をしているか
	新規
	医療との連携の検討

	Ｑ27
	「かかりつけ医」との関わり
	新規
	医療との連携の検討

	Ｑ28
	認知症について知っているか
	―
	

	Ｑ29
	認知症についての考え方
	―
	

	Ｑ30
	認知症の方が安心して暮らせる街
	―
	

	Ｑ31
	成年後見制度を知っているか
	―
	

	Ｑ32
	日々の生活の充実
	―
	

	Ｑ33
	生きがいを感じること
	―
	

	Ｑ34
	日々の暮らし向き
	―
	

	Ｑ35
	日常生活の悩み
	―
	

	Ｑ36
	日常の買い物での困難
	新規
	買い物難民問題の把握

	Ｑ37
	社会活動、ボランティア活動について
	新規
	社会活動への参加意欲の把握

	Ｑ38
	高齢者の相互の支え合い
	新規
	地域における互助の取り組みの可能性

	Ｑ39
	安心して暮らしているか
	―
	

	Ｑ40
	日常的に連絡が取れる人
	―
	

	Ｑ41
	災害時の避難方法
	―
	

	Ｑ42
	身の回りのことができなくなった時
	―
	

	Ｑ43
	施設選定の基準
	―
	

	Ｑ44
	今後重要と思う施策
	―
	


　　
